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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～定期の膀胱留置カテーテル交換実施。次回8/1(木)予定。
・村山　京子様～10：30、南Dユニットへ転出。
・澤田　七太郎様～昼食前血糖412mg/dl。血糖症状は無し。深澤Dr.へ報告し、脱水にならないように水分補給を促し、経過観察。500mg/dl以上の場合は、Dr.コールの指示を受けている。本日昼より、糖尿病食15単位（1200Kcal）に変更となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後各1時間の解放観察中。ドア蹴りや奇声が聞かれているが、開放中は迷惑行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中（20時～6時）。私物の要求が多く来詰頻回だが、幻聴に関する訴えや不機嫌さは無く、他者トラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。両上肢、手背に浮腫が著明に見られており、ミトンを外し、拘束のみ行っている。NG抜去や経管栄養のトラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。妄想発言や危険行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・寺井　恵利子様～部屋で過ごしているが、要求等は自ら来詰し、訴えてくる。対面時は大げさにリアクションをする事があるが、多弁さや妄想発言はない。
　　　　　　　　　引き続き、精神症状や行動観察をしていく。

・澤田　七太郎様～私物に関する確認行為が多く、都度スタッフ管理している事を説明している。不穏、興奮無く経過。引き続き、精神症状や行動観察をしていく。
・米内　勲様～常に怒鳴っており、介入時には易怒的となる事がある。他室侵入も見
られており、スタッフの介入でトラブルには至らず経過。引き続き、精神症状や行動観察を行い、トラブルのないよう介入していく。
・細越　勝男様～食事はむせ込みなく全量摂取。バイタルサイン異常や酸素飽和度異常無し。日勤帯排尿220gで、やや濃縮尿。断続的に大声を出すが、声掛けには穏やかに返答している。引き続き、全身状態の観察、尿量の確認をしていく。
＜田名部Dr診察情報＞
野田 裕樹様～　夜間の睡眠について「寝れていない」と訴えている。眠剤追加も説明を受けるが、何度も「眠剤増えるんですか？」と頻回に質問している。幻聴は訴え無し。退院について質問しており、状態をみて8月中旬の退院を目指すとの説明を受けている。臨時薬は就床前薬にニトラゼパム（5）1T追加で7日分処方となる。

立花　圭様～　　診察時は妄想様の言動無く穏やかに会話できている。退院についての質問をしている。来週水曜日からの定期薬は昼食後薬のシクレスト舌下錠を止め、ゾテピン（25）1Tに処方変更となる。臨時薬は抑肝散3P　1日3回毎食後が5日分継続処方となる。

澤村　彬様～　　指示動作は問題無く行う事出来ている。大声出す事や落ち着きなさは無く穏やか。臨時薬は同内容7日分処方となる。

小笠原　久年様～　「幻聴は治まった」と話しているが、主治医へ妄想発言をしている。禁煙に関しては「頑張ります」と話している。不穏さ無く穏やかに会話している。

高柳　和子様～　調子について「あまり良くないです」と話している。男性患者との距離感が近い事の理由については「分からない、何となく」とのこと。臨時薬はフルメジン（1）2T　朝・夕食後が止め、アリピプラゾールOD（12）1T　朝食後に変更となり7日分処方となる。

藤井　孝蔵様～　妄想様の言動はなく穏やかに会話されている。掻痒感については「ミルクローションを塗っているので大丈夫」と話されている。

杉澤　恵子様～　夜間の睡眠について「あまり寝れない」と訴えている。娘様からの手紙を渡し主治医へ渡し、笑顔見られている。

江刺家　キヨ様～　夜間の睡眠について「あまり寝れてなくて」と話している。また娘様に関して「いつ来てくれるんだろうか」と心配している様子見られている。

蕨 真理様～　　体調については「3か月前から変わらない」と話している。臨時薬は同内容7日分処方となる。

安達 貴浩様～　「Bユニットの方が良い、もうA棟戻りたくない」と話している。退院についての質問をしているが「家族がお盆とかだと俺がいるとダメだとか喋るし、家さ帰るのもなんかどう何だかな」と話している。
袴田　将志様～　飲水に関しては「そこまで喉は乾かない」と話し、一気に水を飲み過ぎないよう説明を受けている。夜間の睡眠について「長く寝たいです」と話し、就床前薬のニトラゼパム（10）1Tが止め、クアゼパム（20）1Tに変更となり7日分処方となる。

米内　勲様～   状態報告し、不穏時継続指示としてクエチアピン（25）1T　5回分、臨時薬はチアプリド（25）1Tが朝食後に追加で5日分処方となる。

小笠原　芳郎様～ 夜間の睡眠について「良く寝れています」と話している。危険行動や妄想様の言動もほぼ見られないこと情報提供し、施設と連絡をとり外泊訓練を検討するようにとの指示あり。臨時薬はリスペリドンＯＤ錠０．５ｍｇを止め、その他同内容で7日分処方となる。

小澤　和子様～  風邪について「まだ引いてる」とのこと。臨時薬は同内容7日分と、ＰＬ配合顆粒　1ｇ／包（ヒート） 3 包 1日3回　毎食後 2日分追加処方となる。
橋本　喜久子様～ 一方的に入院に対する不満について訴え聞かれている。手指の振戦見られている。
＜皮膚科診察＞
藤井　孝蔵様～右踵はほとんど上皮化。創部はテープのみ保護。
　　　　　　　他同処置継続。
※他7名同処置継続。
